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　連合長崎と連合長崎地域協議会は、共催で３月12
日（土）11時30分から長崎市「鉄橋」にて「2022春季
生活闘争勝利！政策・制度要求実現！」長崎地区街頭
行動を行いました。今年も昨年に続き、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止の観点から、例年の決起集会よ
りも規模を縮小し開催しましたが、執行委員、地協役
員、長退連、政党関係者など約60名の方々にご参加い
ただきました。
　冒頭、連合長崎髙藤義弘会長は、今次春闘について、
全組織を上げて「賃上げ」に拘って取り組み、その成果
を組合に加盟していない全ての労働者に波及させて
いきたいと考えている。また同時に、「日本や長崎の活
力」にも繋げて行かなければならない。コロナ禍での
経済回復が遅れている要因の一つとして「個人消費の
回復遅れ」がある。個人消費を回復するためには、やは
り「賃上げ」を行い、収入を増やし消費意欲を上げる必
要がある。情勢は、先行き不透明ではあるが、今こそ、
日本や長崎が景気回復に乗り遅れないためにも、短期
だけでなく中期的視点も取り入れて「今、何をしなけ
ればならないのか」労使で真剣に話し合う重要な時期
だと考えている。私たち連合は、今こそ「底上げ」「底支
え」「格差是正」の視点を持ちながら、企業を支える労
働者に対する「人への投資」を積極的に行うことを、強
く主張していく。この「人への投資」は、「所得の増加」、
「消費拡大」、「労働者の働く意欲向上」に繋がり、結果
として「企業の利益向上」にも繋がる「経済の好循環」
を生み出していく。この好循環が私たちが目指す「誰
一人取り残されることのない包摂的な社会」「働くこ
とを軸とする安心社会」への突破口となることを確信
している。経済成長や企業業績の後追いではなくて、
経済・社会の活力の原動力となる「人への投資」を積極

的に求め、経済の好循環を力強く回していかなければ
ならない。
　政策・制度の改善については新型コロナウイルス感
染症により産業・企業とそこで働く仲間、特に、「有期」
や「短時間」、あるいは「契約労働者」の方々が、深刻な
影響を受けている。いろんな働き方が選択できる現代
において、企業や労働者への緊急時の支援制度が脆弱
であることが大きな課題である。この支援制度の改善
については、連合長崎が推薦する各級議員の皆さんと
連携し、「労働者」「生活者」の視点に立った政策・制度
への改善に力を注いでいく。と挨拶されました。
　その後、推薦する各政党からご挨拶をいただき、連
合長崎地域協議会西野事務局長の街頭行動アピール、
同じく連合長崎地域協議会の塩田議長による団結ガ
ンバローを行い、街頭行動を終了しました。
　依然、コロナ禍で先行き不透明ではありますが、連
合長崎、地協、構成組織が一丸となり、2022春季生活
闘争勝利と政策・制度要求実現に向け、総力を結集し
た取り組みを進めましょう！
　そしてすべての働く者、家族の幸せのため、働く人
たちの処遇改善につなげる「未来づくり春闘」に、果敢
に挑戦していこう！

「2022春季生活闘争勝利！政策・制度要求実現！」長崎地区街頭行動

長崎の未来をつくる。みんなでつくる。
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　連合長崎と連合長崎地域協議会は、共催で３月12
日（土）11時50分から長崎市「鉄橋」にて「ロシアのウ
クライナ軍事侵攻に対する抗議行動」を行いました。
2022春闘街頭行動終了後に実施し、執行委員、地協
役員、長退連、政党関係者など約60名の方々にご参
加いただきました。
　冒頭、連合長崎髙藤義弘会長は、ロシアの理不尽
な侵攻に「強い怒り」を抑えきれない。世界ではＳＤ
Ｇsの取り組みが広がる中で、大国のロシアが、「戦争」
という形でしか行動できなかったのか？どの様な理
由があるにしろ許すことができない。何よりも怖い
のが、ロシアは「世界最大の核兵器保有国」であり、
その核兵器をちらつかせて威嚇し、いつ核兵器が使
用されてもおかしくない状況であるということだ。
このロシアの行動は、昨年、発効された「核兵器禁止
条約」や今年1月の「核を保有する五大国」による「核戦
争回避」に向けた共同声明を、ないがしろにする行為
である。私たちは、以前から世界各地で紛争が起こ
る度に、このような状況になることを危惧し、「世界
の恒久平和」と「長崎を最後の被爆地に」と、事ある毎
に叫び続けてきた。核兵器は、一度でも使用されると、

この美しい地球が滅びてしまう。だから、絶対に使
わせてはいけない。連合長崎は、被爆地長崎の労働
組合として、「ロシアの即時撤退」と、「この戦争の平和
的解決」を強く求め、連合本部や各県連合会の仲間と
共に「戦争反対」の行動を広め、全世界に「恒久平和」
を発信していく。長崎県民の皆さん、この戦争を止
めるための行動をとりましょう！と挨拶されました。
　その後、ご参加いただいた全員で、「人々を守れ！」
「平和と対話を！」「戦争反対！」「ウクライナへの軍事
侵攻を即時中止せよ！」とシュプレヒコールを行いま
した。
　ロシアがウクライナに対して行った一連の行為は、
ウクライナの領土と主権を侵害し、紛争の平和的解
決を義務付ける国際法に違反するものです。さらに
は軍事侵攻に際しての核兵器保有誇示の姿勢や核兵
器の使用を示唆する発言など決して許されるもので
はありません。
　連合長崎は、この軍事侵攻を厳しく非難するとと
もに、作戦の即時中止・撤退と核兵器反対・恒久平
和を強く求めます！

　長崎県知事選挙は、２月３日（木）告示・２月20日（日）投開票の
日程で行われました。連合長崎は無所属・現職の「中村法道」氏を
推薦候補者として、構成組織、県内各地協・ブロック、長退連、
友好議員と連携し、積極的な活動を展開しましたが、一歩及ばず、
惜敗となりました。ご協力いただきました皆さま、ご支援ありが
とうございました。

長崎県知事選挙結果

「ロシアのウクライナ軍事侵攻に対する抗議行動」

ロシアのウクライナへの軍事侵攻に断固抗議します！ロシアのウクライナへの軍事侵攻に断固抗議します！
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自分をサクサク動かす自己管理のコツ

講師　川嵜昌子様講師　川嵜昌子様

　今年の3.8国際女性デー長崎集
会は、自分をサクサク動かす自己
管理（セルフマネジメント）のコツ
と題し、マネジメントコンサルタ
ントの川嵜昌子様にご講演をいた
だきました。
　連合長崎女性委員会の活動方針
は男女平等参画推進の観点から3つの目標である１．働
きがいのある人間らしい仕事（ワークライフバランス）の
実現と女性の活躍の促進、２．仕事と生活の調和、３．
多様な仲間の結集と労働運動の活性化を柱に運動を推
進しています。特に今回は「仕事と生活の調和」に焦点
をあて長崎集会を開催しました。
　なお、今年度はコロナ禍ということもあり、集合形
式（対面）での集会を取りやめ、オンライン開催といたし
ました。

　講演では、人間は基本的に怠け者であるという特性
を理解し、自分を動かすにはどのようにしたらよいか。
また、日常生活や仕事上の人間関係で怒りを感じた際の
対処法「アンガーマネジメント」についてや男女の考え方
の違いについて話され、「相手を思いやり、理解するこ
とが大切である」とお話いただきました。今回の講演内
容を生かし「自分をサクサク動かすセルフマネジメント」
を実践しましょう！

3.8国際女性デー　長崎集会

国際女性デーとは？
　1857年３月８日、米国のニューヨーク市で被服工場や繊維工場で働いていた女性たちが抗議行動を起こしまし
た。彼女たちは非人間的な労働条件と低賃金に対して抗議の声を上げたのです。警察は抗議者たちを襲撃しました
が、２年後の３月、彼女たちは初めて労働組合を結成して自らを守り、職場における基本的権利を獲得することに努
めました。
　1908年３月８日、15,000人の女性が労働時間の短縮、賃上げ、選挙権、児童労働の廃止を訴えて「パンとバラ」の
スローガンを掲げ、ニューヨーク市内をデモ行進しました。パンは賃金や労働条件などの経済的安定、バラは女性の
尊厳として生活の質の向上を示しています。
　1910年コペンハーゲンで開催された「第２回国際会議婦人会議」で、ドイツのクララ・ゼトキンが、「米国の被服労
働者のストライキを記念する日を国際的な性格をもつ女性デーとして、世界の女性たちが一致して毎年、男女平等と
平和のための行動をおこすこと」を提起し、17カ国から参加していた100人を上回る女性たちの満場一致の承認を
得て採択されました。そして、この「国際女性デー」は、選挙権を含む女性の権利のための運動の栄誉を称える日とし
て確立されたのです。
　連合では、1996年から春季生活闘争の統一行動として、全国の仲間と共にこの行動を取り組んでいます。

（セルフマネジメント）

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/
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　連合長崎は第５回執行委員会（2022.2.9）において、立憲民主党「白川　鮎美氏」を
政策協定の締結を前提として「推せん」することを決定しました。政策協定は2月9日(水)、
連合長崎会議室において締結し、推薦状を交付しました。

　「ワークルール」とは、働くときに必要な法律や決まりのことです。働き方が大きく変化し、労働契約法、

パート労働法、派遣法などの立法・法改正が行われるなかで、自分を守るためにワークルールを知るニーズ

が拡大しています。このような問題意識から、連合では2013年にワークルール検定制度を創設しました。ぜ

ひこの機会に受検をお願いします！

日　時　2022年６月12日（日）　

　　　　初級  11：00～11：45（10：15受付開始）

　　　　中級  13：30～14：50（12：50受付開始）

検定料　初級：2,900円（税込）、中級：4,900円（税込）

場　所　長崎県勤労福祉会館２F　講堂（長崎市桜町9-6）

申　込　日本ワークルール検定協会・公式ウェブサイトから申込みできますが、組合員の方は所属してい

る組合を通じて、連合長崎にお申込みください。締め切りは4月28日（木）です。

※検定についての詳細は、「日本ワークルール検定協会・公式ウェブサイト」をご覧ください。

　http://workrule-kentei.jp/

2022ワークルール検定　　　　　　を開催します初級・中級

第26回参議院議員選挙連合長崎推薦候補者決定！第26回参議院議員選挙連合長崎推薦候補者決定！

連合長崎推薦候補者の当選を目指して
全力で支援しましょう！

連合長崎推薦候補者の当選を目指して
全力で支援しましょう！

白川　鮎美氏（42）
（立憲・新人）

あゆみ
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第26回参議院議員選挙　連合推薦候補者
（比例代表：産別擁立候補予定者）

2022年7月に予定されている参議院選挙に向けて、
連合は、政策を共有する候補者を推薦しています。

現在の連合推薦候補者は以下のとおりです（2022年3月3日現在）

※各候補予定者のＳＮＳ・
　ホームページもチェック！


